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伊 藤 克 敏
problem
(3)Howisthisknowledgeputtous?
(4)whataretherelevantmechanismsof
language?
(5)How dosethisknowledgeevolve(inthe
species)?
言語は遺伝子に組み込まれたもので､習得される
のではなく遺伝子プログラムに沿って ｢成長(grow)｣
する､という見解を取る｡言語のタイプによってpa
rameter-settingを行えば､後は自動的に言語習得
は進むとする｡複雑な言語構造を限られた不完全な
言語資料bovertyofstimulus)から帰納的に習得
するのではない､とする(2)のプラトンの問題)0
チョムスキーは反進化論者とPinker& Bloom
(1900)は決め付けているが､チョムスキーは条件
付で淘汰(selection)説を認めている､とジェンキン
ズは反論している｡本書はinternalistであるチョム
スキー論へのexternalistsからの批判に対する著者
の反論が主体になっている｡
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